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高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部情報セキュリティ政策会議 

重要インフラ専門委員会 

第 18 回会合議事要旨 

 

１ 日時 平成 20 年 7 月 18 日（金） 13:00～16:00 

 

２ 場所 内閣府本府講堂 

 

３ 出席者 

［委員］ 

浅野 正一郎 委員長 （国立情報学研究所 教授） 

稲垣 隆一 委員 （弁護士） 

大塚 順三 委員 （日本放送協会） 

大林 厚臣 委員 （慶応義塾大学教授） 

雄川 一彦 委員 （日本電信電話（株）） 

金澤 亨  委員 （野村證券（株）） 

岸本 博之 委員 （（財）金融情報システムセンター） 

佐藤 久光 委員 （東京都） 

田口 靖  委員 （（社）日本水道協会） 

竹原 秀臣 委員 （電気事業連合会） 

永瀬 裕伸 委員 （日本通運株式会社） 

早貸 淳子 委員 （有限責任中間法人 JPCERT コーディネーションセンター） 

広瀬 雅行 委員 （（株）東京証券取引所） 

松田 栄之 委員 （新日本有限責任監査法人） 

宮島 理一郎 委員 （定期航空協会） 

持田 恒太郎 委員 （三井住友ファイナンシャルグループ） 

森山 拓哉 委員 （住友生命保険相互会社） 

矢野 一博 委員 （日本医師会総合政策研究機構） 

山川 浩之 委員 （（社）日本ガス協会） 

山本 志郎 委員 （日本興亜損害保険（株）） 

 

［政府］ 

内閣官房情報セキュリティセンター副センター長 

内閣官房情報セキュリティ補佐官 

内閣官房情報セキュリティセンター内閣参事官 

内閣府（防災担当）政策統括官（防災担当）付地震・火山対策担当参事官（代
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理） 

警 察 庁 警備局警備企画課長 

金 融 庁 総務企画局参事官（代理） 

総 務 省 情報通信政策局情報セキュリティ対策室長 

総 務 省 自治行政局地域情報政策室長（代理） 

厚生労働省 政策統括官付社会保障担当参事官（代理） 

厚生労働省 医政局 研究開発振興課 医療機器・情報室長（代理） 

厚生労働省 健康局水道課長（代理） 

経済産業省 商務情報政策局情報セキュリティ政策室長 

国土交通省 総合政策局情報管理部情報安全・調査課情報危機管理室長 

国土交通省 鉄道局危機管理室長（代理） 

防 衛 省 運用企画局情報通信・研究課情報保証室長 

 

４ 議事内容 

(１) 論点説明に関して 

○ 事務局より説明 

 

(２) 委員意見開陳 

○ 関係機関等の中には独自に収集した情報を警察に提供している場合もある

が、その情報が実際に役に立ったのか警察からフィードバックをいただける

よう、NISC の枠組み、個別対応どちらでも構わないので検討いただきたい。 

 

○ 次期行動計画の枠組みでは、事案対処省庁を明確に位置づけた上で、実効

性のある連携を行ってほしいという意見があった。また、事案対象省庁の位

置づけの検討において、警察からどのような情報が提供できるのか、具体的

に示す必要があるのではないかという意見があった。更に、警察から事業者

等に提供される情報が予防という点でどれほど役立つのか評価できるものを

示す必要があるのではないかという意見があった。 

 

○ 次期行動計画の目標として IT 障害発生ゼロにこだわると、事業者が IT の

活用を萎縮する、事業法に抵触しない障害について所管省庁に報告しなくな

るという懸念があるので、国民生活や社会経済活動に多大な影響を及ぼす IT

障害に限定して発生ゼロを目指すことを目標とすることが望ましいといった

意見がある一方、サービスや機能に影響しない IT 障害が対象でないことは明

らかなので、敢えて限定する必要はないという意見もあった。 
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○ サービスの概念は、10 分野で一律に定義づけられるものではなく、分野ご

との特性を踏まえ、それぞれ異なるのではないか。 

 

○ 未然防止・拡大防止・再発防止のどこに重点を置くのか、全分野で共通的

な目線を設けるべきか、個々の分野・事業者で考えるかという点については、

事業者は投資配分の優先順位を意識せざるを得ないので、それぞれの分野、

事業者に任せる方がいいのではないか。 

 

○ 分野によっては業法に安定供給という概念を含まない場合や、サービスを

受けるための代金収納が規定されていない場合がある。分野毎の業法の違い

を整理する必要があるのではないか。 

 

○ 今後各分野がサービスの具体化を進めるに当たっては、情報セキュリティ

対策の対象を IT を含めた経営全体に広げるべきかという論点、経営判断とし

て重要インフラの情報セキュリティをどう捉えるかという論点もあるので、

そういった点も十分に考慮していただきたい。 

 

○ パンデミックのような未曾有の事態が発生した際、医療分野では IT 障害へ

の対応よりも患者の治療を優先して対応する必要がある。個別の重要インフ

ラ事業者等が中心となって対応する脅威について、もう少し各分野固有の事

情を加味した記載を検討いただきたい。 

また、検討の際には取り上げるべき脅威が増える可能性もあり得ると思う

ので、そういった点も考慮いただきたい。 

 


